
「
金
屋
子
信
仰
」
再
考

研
究
史
の
再
検
討
と
石
見
地
方
の
金
屋
子
神
祭
祀
1

は
じ
め
に

一
般
に
冶
金
や
鍛
冶
・
鋳
物
な
ど
金
属
の
生
産
・
加
工
に
関
わ
る
神
格
と
し
て
は
、

記
紀
神
話
に
見
ら
れ
る
天
津
麻
羅
(
天
目
一
箇
神
)
、
石
凝
姥
、
金
山
彦
、
金
山
姫
、

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
古
典
神
以
外
に
は
稲
荷
神
や
荒
神
、
山
神
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
中
国
地
方
の
た
た
ら
製
鉄
を
め
ぐ
っ
て
は
、
金
屋
子
神
が
そ
の
代
表

的
な
地
位
を
占
め
て
き
九
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
金
屋
子
神
は
、
出
雲
能
義

郡
西
比
田
(
現
安
来
市
広
瀬
町
)
所
在
の
金
屋
子
神
社
を
本
社
と
し
て
、
出
雲
、
伯

(
1
)

老
白
、
備
後
、
石
見
に
わ
た
っ
て
二
三
の
分
社
を
数
え
、
ま
た
こ
れ
ら
の
地
域
の
鑪
場

に
も
{
護
神
と
し
て
多
く
勧
請
さ
れ
て
い
た
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
小
祠

や
森
神
に
も
そ
の
名
が
数
多
く
見
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
金
屋
子
神
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
一
九
四
0
年
代
か
ら
五
0
年

代
に
か
け
て
の
石
塚
尊
俊
に
よ
る
民
俗
学
的
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
基
本
的
に
、
金
屋
子
神
を
た
た
ら
製
鉄
の
職
業
神
と
と
ら
え
、
「
そ
も
そ
も
金

屋
子
神
と
は
ど
の
よ
う
な
神
な
の
か
」
を
問
う
て
、
そ
の
源
流
を
探
ろ
う
と
す
る
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
民
俗
学
の
起
源
遡
及
的
発
想
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
大
正
期
以
降
、
在
来
の
た
た
ら
製
鉄
が
ほ
ぽ
消
滅
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
金

屋
子
神
へ
の
信
仰
な
い
し
は
祭
祀
も
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
、
失
わ
れ
ゆ
く

(
2
)

「
金
屋
子
信
仰
」
の
本
質
を
喫
緊
に
と
ら
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
要
請

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
金
屋
子
神
の
本
体
と
起
源
を

探
求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
種
々
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ぱ
、
文
献
資
料
が
不
十
分
な
な
か
で
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
議
論
の
窓
意
性
を
ど

山
崎

う
回
避
す
る
の
か
、
ま
九
鑪
場
に
お
け
る
職
業
神
と
し
て
の
金
屋
子
神
の
特
異
性
が

強
調
さ
れ
る
半
面
地
域
社
会
に
お
け
る
金
屋
子
神
祭
祀
の
実
祭
ほ
と
ん
ど
省
み

ら
れ
て
い
な
い
、
等
々
。

小
論
で
は
、
石
塚
に
代
表
さ
れ
る
従
来
の
金
屋
子
神
研
究
を
再
検
討
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
金
屋
子
神
祭
祀
の
一
端
を
、
石
見
地
方
に
お
け
る
明
治
初

年
の
「
神
社
取
調
」
に
よ
る
「
神
社
書
上
帳
」
を
素
材
と
し
て
探
っ
て
み
た
い
。
現

在
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
「
金
屋
子
信
仰
」
を
め
ぐ
っ

(
3
)

て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
再
考
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

亮

一
研
究
史
の
再
検
討

前
史

1

さ
て
、
金
屋
子
神
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
伯
耆
日
野
郡
の
鑪
経
営
者
下
原
重
仲

(
一
七
三
八
1
 
一
八
三
)
が
天
明
四
(
一
七
八
四
)
年
に
完
成
さ
せ
た
『
鉄
山
秘

圭
昌
の
公
刊
が
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
保

管
さ
れ
て
い
た
写
本
を
、
冶
金
学
者
の
俵
国
一
が
『
日
本
鉱
業
会
誌
』
に
一
九
三

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
公
表
し
て
、
初
め
て
一
般
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
公
開
が
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
研
究
が
進
め
ら

」
)

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぱ
金
屋
子
神
研
究
の
噂
矢
と
目
さ
れ
る
山
田
新
一
郎

「
神
代
史
と
中
国
鉄
山
」
(
『
歴
史
地
理
』
二
九
1
三
S
三
0
ー
ニ
、
一
九
工
<
S
 
-

九
一
七
年
)
に
し
て
も
、
こ
れ
を
部
分
的
に
継
承
す
る
向
井
哲
吉
「
鉄
業
の
神
釡

屋
子
神
と
(
『
日
本
鉱
業
会
誌
』
五
三
弌
一
九
二
九
年
)
に
し
て
も
、
金
屋
子
神

に
関
す
る
記
述
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
鉄
山
秘
童
昌
に
依
拠
し
て
い
る
。
同
書
は
、
近
世

後
期
の
中
国
地
方
に
お
け
る
た
た
ら
製
鉄
の
あ
り
方
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と

(
・
0
)

し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
西
比
田
の
金
屋
子
神
社
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

る
「
金
屋
子
神
祭
文
」
 
1
安
部
正
重
な
る
者
が
、
能
義
郡
非
田
(
比
田
)
に
降
っ

た
金
屋
子
神
を
発
見
し
、
み
ず
か
ら
こ
れ
を
祀
る
神
主
に
な
っ
た
と
い
う
金
屋
子
神
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社
の
由
来
譚
。
山
田
も
向
井
も
、
そ
の
成
立
は
室
町
時
代
に
遡
る
と
見
て
ぃ
る

を
始
め
と
し
て
、
金
屋
子
神
に
関
わ
る
生
き
生
き
と
し
九
伝
承
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
同
書
に
描
き
出
さ
れ
る
金
屋
子
神
独
特
の
降
臨
譚
や
、
血
桟
を

嫌
い
な
が
ら
も
ー
し
た
が
っ
て
強
い
女
性
忌
避
を
示
す
ー
、
死
桟
を
好
む
神
秘

的
で
特
異
な
性
格
1
村
下
の
屍
体
を
神
体
に
し
た
り
、
死
亡
し
た
村
下
の
韻
霞
の

色
の
変
化
で
鉄
の
出
来
を
占
っ
た
と
い
う
伝
承
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

ど
が
、
中
央
の
研
究
者
た
ち
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
金
屋
子
神
の
研
究
は
、
そ
の
信
仰
の
源
流
を
求
め
て
、
主
に
民
俗
学
の
視

点
か
ら
推
し
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
で
に
柳
田
国
男
は
「
金
子
屋
敷
」
(
『
郷

カ
ナ
ク
ソ
ゾ
カ

カ
ナ
イ

士
研
究
』
二
1
一
一
、
一
九
一
五
年
)
に
お
い
て
「
金
鋳
場
」
や
「
鉄
糞
塚
」
等
の

地
名
の
全
国
的
な
分
布
に
着
目
し
、
そ
の
な
か
で
近
世
美
作
東
部
の
地
誌
で
あ
る

カ
ナ
イ
ゴ
、
ン
ン

カ
ナ
ヤ
ゴ
ゾ
ン

『
東
作
誌
』
の
記
述
か
ら
、
鑪
師
の
神
と
し
て
「
金
屋
護
神
」
や
「
金
鋳
護
神
」
の

名
称
を
拾
っ
て
い
る
。
ま
九
、
「
カ
ナ
イ
ゴ
と
云
ふ
地
名
は
中
国
地
方
に
は
弘
く
分

布
し
て
居
る
。
石
見
那
賀
郡
雲
城
村
大
字
七
条
字
若
林
谷
に
は
、
金
屋
子
と
書
い
て

カ
ナ
イ
ゴ
と
云
ふ
小
{
子
も
あ
る
。
察
す
る
に
カ
ナ
イ
ゴ
は
本
来
タ
、
ラ
師
の
別
名
で

あ
つ
て
カ
ナ
イ
ゴ
の
{
寸
護
神
な
る
が
故
に
金
鋳
護
神
な
ど
の
名
を
用
ゐ
た
も
の
で
は

(
6
)

無
か
ら
う
か
」
(
『
柳
田
国
男
全
集
』
第
七
巻
、
五
四
0
頁
)
と
述
べ
、
そ
の
上
で
鍛

冶
師
、
鋳
物
師
、
鑪
師
等
、
金
属
生
産
・
加
工
に
携
わ
る
漂
泊
民
N
金
屋
に
共
通
す

る
守
護
神
と
し
て
、
東
日
本
に
多
く
見
ら
れ
る
「
金
鋳
神
」
な
い
し
は
「
金
屋
神
」

(
7
)

の
名
称
を
宛
て
て
い
る
。
も
と
よ
り
「
金
屋
子
」
の
地
名
に
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

こ
の
時
点
で
柳
田
は
お
そ
ら
く
『
鉄
山
秘
圭
旦
に
接
し
て
お
ら
ず
、
金
屋
子
神
そ
の

も
の
が
^
^
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
漂
泊
す
る
^
異
な

金
屋
集
団
の
{
寸
護
神
と
し
て
の
金
屋
神
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
後
の
民
俗
学
的

金
屋
子
神
研
究
の
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
く
。
他
方
で
注
目
す
べ
き
は
、
柳
田
が
、

こ
の
よ
う
な
金
屋
神
が
女
性
の
魔
除
け
の
利
益
を
も
つ
と
い
う
屋
久
島
の
事
例
を
引

い
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
金
屋
神
の
小
祠
の
存
在
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
要
す
る
に
金
屋
神
は
単
に
製
鉄
の
神
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
一
般
的

な
利
益
の
担
い
手
で
も
あ
っ
九
か
ら
こ
そ
地
域
社
会
に
定
着
し
得
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。し

か
し
な
が
ら
『
鉄
山
秘
圭
昌
の
記
述
を
ふ
ま
え
、
金
屋
子
神
に
定
位
し
た
民
俗

学
的
研
究
は
、
中
山
太
郎
「
鍛
冶
源
流
考
」
(
『
旅
と
伝
説
』
三
九
、
一
九
三
七
年
)

が
最
初
で
は
な
か
ろ
う
か
。
向
井
の
論
考
に
よ
っ
て
『
鉄
山
秘
圭
旦
の
存
在
を
知
っ

た
と
い
う
中
山
は
、
諸
家
の
文
献
を
博
捜
し
な
が
ら
「
金
屋
子
神
祭
文
」
の
内
容
を

紹
介
し
、
た
た
ら
製
鉄
が
中
国
大
陸
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
播

し
た
と
い
う
自
説
を
補
強
す
べ
く
、
金
屋
子
神
に
鍛
冶
職
の
女
性
シ
ャ
マ
ン
の
面
影

を
見
出
し
て
、
「
金
屋
子
信
仰
」
の
北
方
系
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
性
格
を
強
調
す
る
の

で
あ
る
。

2
 
在
地
の
民
俗
学
的
研
究

中
山
の
こ
の
よ
う
に
壮
大
な
議
論
の
一
方
で
、
こ
の
時
期
、
牛
尾
三
千
夫
や
石
塚

尊
俊
ら
在
地
の
研
究
者
は
、
一
五
年
戦
争
の
軍
需
に
呼
応
し
て
細
々
と
生
産
が
再
開

さ
れ
九
中
国
山
地
の
鑪
場
を
訪
ね
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
た
現
役
の
村
下
た
ち
に

(
8
)

聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
て
貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、

同
じ
『
國
學
院
雑
誌
』
四
七
1
-
 
0
 
「
民
間
信
仰
研
究
号
(
一
九
四
一
年
)
に
並

ん
で
掲
載
さ
れ
た
牛
尾
三
千
夫
「
金
屋
神
の
信
仰
伯
備
線
以
西
の
地
方
を
そ
の

資
料
と
し
て
」
と
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
神
の
研
究
特
に
鑪
を
中
心
に
」
の
な
か

に
示
さ
れ
て
い
る
。

前
者
の
論
考
の
冒
頭
に
お
い
て
牛
尾
は
、
漂
泊
す
る
金
屋
集
団
が
工
疋
地
域
に
定

着
す
る
時
期
を
室
町
期
と
推
定
し
、
金
屋
子
神
社
へ
の
信
仰
は
そ
れ
以
降
に
興
隆
し

た
、
と
と
ら
え
る
。
そ
の
上
で
、
金
屋
子
神
が
金
山
姫
と
金
山
彦
と
の
間
に
生
ま
れ

九
と
す
る
伝
承
を
石
田
春
律
『
金
屋
子
縁
器
』
(
文
政
八
[
一
八
二
五
年
成
立
)

(
9
)

か
ら
引
用
し
、
さ
ら
に
『
鉄
山
秘
室
昌
も
援
用
し
つ
っ
、
コ
兀
々
比
田
の
金
屋
子
神
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な
る
も
の
は
、
同
社
の
神
主
阿
部
家
の
屋
敷
神
の
如
き
も
の
で
あ
つ
九
の
で
は
な
か

?
マ
)

つ
た
か
。
阿
部
晴
明
の
商
と
称
し
て
、
出
雲
の
山
問
部
に
そ
の
一
族
を
繁
栄
さ
せ
得

{
マ
 
3

た
の
は
、
こ
の
製
鉄
作
業
の
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
ら
ん
と
し
て
、
阿
部
家
の
家
の
神

の
信
仰
を
、
製
鉄
の
守
護
神
と
し
て
世
間
一
般
に
確
認
さ
せ
た
頃
か
ら
で
あ
つ
九
や

う
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
の
金
鋳
神
信
仰
が
ど
ぅ
で
あ
ら
う
と
も
少
く
と
も
比
田

?
マ
)

の
信
仰
に
於
て
は
、
そ
の
神
主
阿
部
家
を
離
れ
て
そ
の
信
仰
は
な
か
つ
た
と
云
つ
て

よ
い
の
で
あ
る
」
(
七
八
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
漂
泊
す
る
金

屋
集
団
の
守
護
神
た
る
金
屋
神
な
い
し
は
金
鋳
神
が
安
部
氏
に
よ
っ
て
改
変
・
流
布

さ
れ
た
一
ヴ
ァ
ー
ジ
.
ン
と
し
て
、
金
屋
子
神
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
金
屋
子
神
が
死
桟
を
好
み
、
屍
体
を
神
体
と
し
た
と
い
う
伝
承
に
対
し

て
は
、
そ
の
基
底
に
往
古
の
人
身
御
供
を
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
石
見
邑
智
郡
市

山
村
出
身
の
牛
尾
は
、
金
屋
子
神
が
邑
智
郡
に
濃
密
に
分
布
し
な
が
ら
も
、
那
賀
郡

か
ら
美
袖
偏
郡
以
西
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
く
な
る
事
実
を
指
摘
し
、
併
せ
て

金
屋
子
神
祭
祀
の
あ
り
方
が
、
田
の
神
「
さ
ん
ば
い
」
を
中
心
と
し
た
大
田
植
に
類

似
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
大
田
植
の
早
乙
女
に
は
、
一
般
に
女
性
忌

避
が
強
い
は
ず
の
鑪
場
に
出
入
り
を
許
さ
れ
た
「
タ
、
ラ
ヲ
ナ
リ
」
 
1
各
地
に
伝

(
1
)

わ
る
金
屋
子
神
を
描
い
た
図
像
に
見
ら
れ
る
の
伝
承
が
対
応
し
て
い
る
、
と
み

な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
た
ら
唄
や
田
唄
な
ど
の
民
俗
芸
能
に
関
心
を
注
い
で

い
た
牛
尾
な
ら
で
は
の
観
点
で
あ
ろ
う
が
、
田
の
神
と
金
屋
子
神
の
神
格
の
共
通
性

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
た
た
ら
製
鉄
と
大
田
植
が
と
も
に
大
が
か
り
な
共
同
作
業

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
の
帰
結
と
見
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
牛
尾

は
、
金
屋
子
神
の
背
景
に
あ
る
は
ず
の
「
火
の
神
信
仰
の
源
流
」
(
八
三
頁
)
に
も

思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
石
塚
の
「
金
屋
子
神
の
研
究
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
鉄
山
秘
童
昌
の

記
述
に
依
拠
し
な
が
ら
、
と
く
に
鑪
の
村
下
に
よ
る
伝
承
に
着
目
す
る
。
彼
は
、
西

比
田
金
屋
子
神
社
の
神
主
安
部
氏
の
「
法
力
」
の
絶
対
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
そ
の

3
 
石
塚
尊
俊
の
「
金
屋
子
信
仰
」
論

第
二
次
出
界
大
戦
で
の
応
召
を
は
さ
ん
で
、
石
塚
は
そ
の
後
も
精
力
的
に
鑪
研
究

を
進
め
て
い
く
。
そ
の
対
象
は
単
に
「
金
屋
子
信
仰
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

丹
念
な
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
い
て
、
技
術
面
や
社
会
組
織
の
面
も
含
め
、
生
業
と

し
て
の
た
た
ら
製
鉄
そ
の
も
の
を
、
民
俗
学
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
研
究
す
る
も
の

(
柁
)

で
あ
り
、
他
に
類
例
の
な
い
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
金
屋
子
神
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
が
主
宰
す
る
民
俗
学
研

究
所
の
紀
要
『
民
俗
学
研
究
』
第
三
号
(
一
九
五
二
年
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
金
屋
子

(
玲
)

降
臨
譚
」
が
、
石
塚
の
「
金
屋
子
信
仰
」
研
究
総
決
算
で
あ
っ
た
。
石
塚
は
す
で

(
7
 
3

「
今
一
つ
本
の
形
」
(
八
八
頁
)
と
し
て
、
村
下
が
い
っ
そ
う
金
屋
子
神
に
近
か
っ
た

段
階
を
想
定
し
て
い
る
。
金
屋
子
神
が
死
桟
を
好
む
と
い
う
伝
承
に
つ
い
て
は
「
墓

地
崇
拝
」
と
の
関
連
を
、
ま
た
金
屋
子
神
が
犬
を
嫌
う
と
い
う
伝
承
に
つ
い
て
は
稲

荷
神
・
狐
と
の
関
連
を
推
定
し
、
さ
ら
に
血
桟
に
関
連
し
て
金
屋
子
神
を
女
神
と
み

つ
ま

な
す
伝
承
か
ら
、
「
村
下
は
神
の
夫
」
(
九
0
頁
)
で
あ
り
、
「
金
屋
子
神
本
来
の
立

場
は
鉱
山
の
神
で
は
な
く
、
実
に
火
の
女
神
で
」
(
同
頁
)
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を

導
き
出
す
。
け
れ
ど
も
石
塚
の
筆
致
は
、
後
の
論
考
に
比
べ
る
と
総
じ
て
断
定
的
で

は
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
確
固
と
し
た
金
屋
子
神
像
に
辿
り
つ
い
て
い
な
い
習

作
論
文
と
い
う
印
象
が
強
い
。
そ
の
一
方
で
興
味
深
い
の
は
、
「
金
屋
子
神
降
臨
最

初
の
地
は
:
・
:
・
「
{
女
部
家
由
緒
」
に
拠
る
と
、
太
古
甲
子
の
年
三
月
十
一
日
甲
子
の

日
、
山
司
神
護
王
を
父
と
し
、
水
司
龍
王
命
を
母
と
し
、
大
和
国
春
日
山
の
麗
に
御

生
誕
と
あ
り
・
:
・
:
」
(
八
六
頁
)
と
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
『
鉄
山
秘
室
昌

の
「
金
屋
子
神
祭
文
」
七
月
七
日
に
播
磨
志
相
(
宍
粟
)
郡
岩
鍋
に
金
屋
子
神

が
天
降
り
、
次
い
で
比
田
に
移
っ
た
と
す
る
ー
と
は
異
な
る
伝
承
が
安
部
家
に
残

(
H
)

さ
れ
て
い
六
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
石
塚
は
、
こ
れ
以
降
の
論
考

で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
一
切
触
れ
て
い
な
い
。

-27ー



に
「
鍛
冶
神
の
信
仰
」
(
『
出
雲
民
俗
』
一
一
、
一
九
五
0
年
)
の
な
か
で
、
文
献
に

現
わ
れ
る
金
谷
神
、
金
屋
神
社
、
金
山
社
、
金
神
社
、
叶
神
、
さ
ら
に
は
庚
申
(
力

ナ
イ
様
)
等
の
神
格
を
「
金
屋
子
系
鍛
冶
神
」
と
し
て
一
括
し
、
そ
の
信
仰
圏
を
関

東
東
北
、
四
国
、
九
州
に
ま
で
拡
大
し
て
と
ら
え
、
そ
の
中
核
に
中
国
地
方
の
金

屋
子
神
を
据
え
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
金
屋
子
降
臨
譚
」
で
は
、
「
金
屋
子

信
仰
自
体
の
本
源
」
(
『
鑪
と
割
船
』
、
三
九
頁
)
が
探
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

石
塚
は
ま
ず
、
そ
の
神
話
的
・
作
為
的
性
格
の
故
に
『
金
屋
子
縁
記
抄
』
や
「
金

山
姫
宮
縁
起
」
等
の
金
屋
子
縁
起
類
を
退
け
、
『
鉄
山
秘
聿
昌
の
み
が
「
伝
承
資
料

の
忠
実
な
記
録
と
い
う
の
に
最
も
近
い
」
(
同
頁
)
と
評
価
し
て
、
論
述
の
資
料
と

(
N
)

し
て
は
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
近
世
以
降
の
西
比

田
金
屋
子
神
社
へ
の
信
仰
の
原
動
力
と
し
て
、
神
主
安
部
氏
の
、
ほ
と
ん
ど
神
秘
化

さ
れ
た
「
法
力
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
『
鉄
山
秘
量
昌
に
も
「
鉄
山
ニ
テ
ハ
偏
三
女
部

氏
ヲ
金
屋
子
ノ
神
卜
崇
敬
ス
ル
事
、
往
古
ヨ
リ
ノ
仕
ク
セ
ナ
リ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
「
法
力
」
へ
の
信
仰
は
、
神
主
本
人
あ
る
い
は
そ
の
代
人
に
よ
る

春
秋
二
回
の
「
勧
化
」
を
通
じ
て
、
周
辺
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
石
塚
の
聞
き
取
り

で
も
、
遠
く
石
見
邑
智
郡
安
芸
山
県
郡
に
至
る
ま
で
、
そ
の
記
憶
が
残
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
石
塚
は
、
そ
の
よ
う
な
安
部
氏
の
神
通
力
へ
の
信
仰
の

背
後
に
、
よ
り
古
い
信
仰
の
形
を
探
り
当
て
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

彼
は
、
「
金
屋
子
神
祭
文
」
の
な
か
で
、
降
臨
し
九
金
屋
子
神
と
こ
れ
を
発
見
し

た
安
部
氏
と
と
も
に
登
場
す
る
「
朝
日
長
者
」
な
る
人
物
に
注
目
す
る
。
こ
の
「
朝

日
長
者
」
は
「
祭
文
」
で
は
、
み
ず
か
ら
村
下
と
な
っ
て
鉄
を
吹
く
金
屋
子
神
と
神

主
安
部
氏
の
た
め
に
、
社
殿
を
建
て
、
原
料
と
な
る
炭
と
粉
鉄
を
集
め
る
だ
け
の
存

在
で
あ
る
が
、
石
塚
は
こ
れ
を
、
柳
田
国
男
の
『
神
を
助
け
た
話
』
(
一
九
二
0
年
)

を
援
用
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
の
形
で
全
国
に
流
布
す
る
長
者
譚
1
貧
賤
な

若
者
が
あ
る
き
っ
か
け
で
富
裕
な
長
者
と
な
る
ー
の
一
種
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

他
方
で
吉
田
村
菅
谷
鑪
に
は
、
金
屋
子
神
は
村
下
と
「
オ
ナ
リ
」
を
伴
っ
て
降
臨
し

た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
お
り
、
石
塚
は
こ
の
「
オ
ナ
リ
」
を
元
来
は
巫
女
で

あ
っ
た
と
と
ら
え
る
。
こ
う
し
て
、
「
吉
田
の
伝
、
ま
た
秘
書
に
載
す
祭
文
の
内
{
谷

か
ら
、
神
主
安
部
の
正
重
な
る
も
の
を
と
り
去
っ
た
あ
と
の
形
と
い
う
も
の
は
、
結

局
、
神
と
そ
れ
に
傅
く
巫
女
と
、
そ
し
て
そ
れ
の
父
で
あ
り
か
つ
宮
社
の
建
立
者
で

あ
る
朝
目
長
者
と
の
、
こ
の
三
人
立
の
形
に
ま
で
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
『
鑪

と
削
船
』
、
四
九
頁
)
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
巫
女
が
神
の
子
N
御
子
神
を
産

ん
だ
と
す
る
伝
承
が
元
来
は
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
い
さ
さ
か
強
引
な

推
測
が
な
さ
れ
る
。
「
こ
こ
に
い
う
金
屋
子
の
、
「
子
」
と
い
う
語
に
そ
の
残
映
を
見

出
す
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
か
」
(
同
晝
五
0
頁
)
。
こ
の
よ
う
な
石
塚
の
推
論
を

要
約
す
れ
ば
、
金
屋
子
神
は
、
在
地
の
長
者
の
娘
が
巫
女
と
な
っ
て
宿
し
た
神
の
子

と
い
う
こ
と
に
な
る

こ
う
し
て
石
塚
の
見
る
と
こ
ろ
、
「
金
屋
子
信
仰
」
は
、
八
幡
神
に
関
す
る
柳
田

国
男
の
著
名
な
議
論
に
接
続
さ
れ
る
。
宇
佐
八
幡
を
出
発
点
と
す
る
八
幡
神
社
に
は
、

通
常
、
応
神
天
皇
(
誉
田
別
尊
)
と
そ
の
母
神
功
皇
后
(
気
長
足
姫
尊
)
な
ら
び
に

比
畦
大
神
の
三
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
立
は
複
雑
で
、
由
来
は
明
確
で
は

な
い
。
柳
田
は
、
「
玉
依
姫
考
」
(
『
郷
士
研
究
』
四
1
一
二
、
一
九
一
七
年
)
で
は
、

巫
女
が
神
の
子
を
宿
し
、
母
子
と
も
に
崇
拝
の
対
象
に
な
る
と
い
う
母
子
神
信
仰
の

典
型
が
八
幡
神
で
あ
る
と
し
、
ま
た
「
炭
焼
き
小
五
郎
が
事
」
(
『
海
南
小
記
』
、
一

九
二
五
年
、
所
収
)
に
お
い
て
は
、
炭
焼
き
や
鍛
冶
師
な
ど
の
漂
泊
民
が
奉
斎
す
る

金
屋
神
は
、
実
は
火
の
神
N
日
の
神
(
太
陽
神
)
で
あ
り
、
そ
の
源
流
に
は
、
当
初

鍛
冶
の
翁
と
し
て
出
現
し
た
八
幡
神
(
誉
田
別
尊
)
が
位
置
す
る
と
見
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
柳
田
の
議
邑
全
面
的
に
依
拠
し
つ
つ
、
石
塚
は
、
次
の
よ
う
な
結
論
を

導
き
出
す
。
す
な
わ
ち
八
幡
神
は
、
火
の
神
と
し
て
の
当
初
の
神
格
か
ら
多
様
な
展

開
を
遂
げ
て
い
っ
た
が
、
火
を
司
る
母
子
神
と
い
う
そ
の
原
型
こ
そ
は
、
中
国
地
方

の
「
金
屋
子
信
仰
」
の
な
か
に
残
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
結
論
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
註
(
2
)
で
も
触
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れ
た
よ
う
に
、
石
塚
は
二
0
0
0
年
の
時
点
で
も
、
「
私
は
や
は
り
あ
の
金
屋
子
神

降
臨
譚
の
根
源
に
は
、
わ
が
古
代
信
仰
に
共
通
す
る
、
神
と
神
に
仕
え
る
巫
女
、
そ

し
て
そ
の
巫
女
が
感
応
し
て
産
み
育
て
る
雄
々
し
き
御
子
神
と
い
う
思
考
が
流
れ
て

い
る
と
思
う
も
の
で
す
」
(
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
神
の
信
仰
に
つ
い
て
」
[
『
し
ま
ね

の
古
代
文
化
』
七
]
、
五
五
頁
)
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
「
金
屋
子
信
仰
」
は
、
「
八
幡
信
仰
」
を
祖
型
と
す
る
わ
が
国
古

来
の
金
属
神
信
仰
の
正
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
範
囲
は
遠

く
九
州
や
東
北
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
た
と
す
る
の
が
、
石
塚
の
主
張
で
あ
っ
た
。
彼

は
「
金
屋
子
神
祭
文
」
中
の
「
朝
日
長
者
」
と
、
菅
谷
鑪
の
口
碑
に
見
え
る
「
オ
ナ

リ
」
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
結
び
つ
け
、
「
金
屋
子
信
仰
」
の
議
論
を
、
ハ

幡
神
・
鍛
冶
神
を
め
ぐ
る
柳
田
の
議
論
に
巧
み
に
接
合
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
八
幡
神
を
め
ぐ
る
柳
田
の
議
論
が
当
時
有
力
な
説
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で

(
巧
)

あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
一
女
当
性
を
め
ぐ
っ
て
は
異
論
も
出
て
い
る
し
、
そ
れ
以
前
に
、

石
塚
の
立
論
自
体
が
か
な
り
窓
意
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
朝

日
長
者
」
の
語
は
『
鉄
山
秘
室
昌
以
外
に
は
ど
の
縁
起
類
に
も
ま
っ
九
く
見
当
九
ら

な
い
し
、
逆
に
「
オ
ナ
リ
」
な
い
し
「
ウ
ナ
リ
」
の
語
は
『
鉄
山
秘
圭
旦
や
『
金
屋

子
縁
記
抄
』
に
も
見
え
る
も
の
の
、
こ
れ
が
金
屋
子
神
と
と
も
に
降
臨
し
た
と
い
う

伝
承
は
、
菅
谷
鑪
の
村
下
の
口
碑
に
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
石
塚
の
立
論
に
は
、

火
を
司
る
母
子
神
へ
の
信
仰
と
い
う
柳
田
の
八
幡
神
論
の
構
図
が
ま
ず
前
提
に
あ
っ

て
、
こ
れ
に
都
合
の
よ
い
資
料
の
み
を
、
金
屋
子
神
に
関
連
す
る
伝
承
か
ら
抜
き
出

し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
本
来
、
金
屋
子
縁
起
類
に
お

い
て
最
も
中
心
的
で
あ
っ
た
神
主
安
部
氏
の
存
在
が
、
石
塚
の
結
論
か
ら
は
捨
象
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
れ
は
端
的
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
金
屋
子
信
仰
」
が
遠
く
「
八
幡
信
仰
」
の
祖
型
に
ま
で
つ
な
が
っ

て
い
る
可
能
性
は
、
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
近
世
以
降
の
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
索
出
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
と
い

(
玲
)

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
あ
る
種
の
ロ
マ
ン
の
追
求
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味

が
あ
る
の
か
も
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
牛
尾
三
千
夫

の
一
言
葉
が
、
む
し
ろ
正
鵠
を
射
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
金
屋
子
神
は
、

日
の
神
1
火
の
神
の
信
仰
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
近
世
の
鉄
山
業
者
達

に
は
、
そ
う
し
た
む
つ
か
し
い
論
理
は
不
必
要
で
あ
っ
た
。
男
神
で
あ
ろ
う
が
、
女

神
で
あ
ろ
う
が
、
要
は
鋲
場
の
小
鉄
が
よ
く
湧
い
て
、
十
分
な
る
成
果
を
あ
げ
て
く

れ
る
神
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
不
調
の
場
合
呪
力
の
神
秘
を
も
っ
て

正
常
に
返
し
て
く
れ
る
神
で
あ
れ
ぱ
よ
か
っ
た
の
で
、
金
屋
子
神
の
系
"
ど
は
こ

れ
を
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
」
(
牛
尾
三
千
夫
「
信
仰
と
歌
謡
」
[
『
菅
谷

鑪
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
年
]
、
六
0
頁
)
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
そ
の
よ

う
に
具
体
的
な
位
相
こ
そ
が
、
実
は
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
と
よ
り
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
ょ
い
「
金
屋
子
信
仰
」
で
あ
る
だ

け
に
そ
の
探
求
は
困
難
で
あ
る
が
、
次
節
で
は
石
見
地
方
の
事
例
か
ら
、
と
り
わ
け

地
域
社
会
に
お
け
る
金
屋
子
神
祭
祀
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
石
見
地
方
の
金
屋
子
神
祭
祀

津
和
野
藩
領
を
除
く
石
見
地
方
で
は
、
明
治
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
太
政
官

布
告
に
基
づ
く
「
神
社
取
調
」
が
、
浜
田
の
国
学
者
藤
井
宗
雄
を
中
心
に
行
わ
れ
、

そ
の
調
査
結
果
は
「
神
社
書
上
帳
」
と
し
て
、
現
在
は
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ

(
Π
)

れ
て
い
る
。
他
地
域
と
は
異
な
っ
て
、
石
見
地
方
の
「
神
社
取
調
」
で
は
、
「
神
社
」

の
み
な
ら
ず
、
「
小
社
」
や
「
森
神
」
(
神
木
)
の
項
目
ま
で
立
て
ら
れ
、
各
村
落
の

(
玲
)

多
様
な
神
格
の
祭
祀
状
況
が
か
な
り
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
基
本

的
に
は
藤
井
{
示
雄
の
独
自
の
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
彼
自
身
、
こ
の
「
神
社
取

4
小

-29-



・都賀行村:神社=金屋子神社(祭神=金山彦命、金山姫命。造営=当村百姓大原久米四郎ヨリ調之)[大原]
小社=金屋子神1[耻谷]
森神=金屋子神1[山本奥]

・千原村:小社=金屋子神1[小貝]
・九日市村:小社=金屋子社4 [鑪谷、三丹谷2、花谷]
・酒谷村:ネ畊士=八幡宮(祭神=田別命、足仲彦命、息長姫命。末社二宇=恵比須社、金屋子社)

小社=金屋子社1[保関]
・長藤村:森神企屋子神3 [志田原2、蒲代]
・奥山村:小社=金屋子社1[条山]

森神一金屋子神4 [丸垰2、白波、鑪迫]
・惣森村:森神=企屋子神1[久手原]
・久保村:森神一金屋子神2[藤木、恵比須假屋]
・粕淵村:小社=金屋子神1[野間氏永城]
・高畑村:森神=金屋子神2 [川原畑、森原]
・湯谷村:森神=金屋子神2 [川内神、坂屋森]
・祖式村:小社=金屋子社1[横谷]

0那賀郡
・長良村
・下河戸村
・大田村

・渡津村
・田野村
・南川上村:
・跡市村
・原井村

・後野村

・七条村

・伊木村
・日脚村
・内村
・横山村
・田橋村
・鍋石村

・折居村
・東平原村
・芦谷村

・室谷村
・木束村

0美濃郡
・下吉田村:小社=金山彦命1[サイノモリ]
・乙子村:神社=佐毘山神社(式内。祭神=金山彦命金山姫命埴山姫命大山祇命木花開耶姫命闇罷神廣国押武金日天皇)

[日禮振峯]
・津茂村:ネ畊士=山神社(祭神大山祇命金山彦命。元慶五辛丑年勧請)[丸山]

小社=金至社1[番ノ木]
小社=金屋子社1[土居山]

神社=大飯彦神社(祭神=大背飯三熊大人。末社二宇=稲倉魂神、金山彦神)[飯山]
小社=金屋子神1[櫻谷]
小社=金屋子社1[長田]
小社=金屋子社1(金屋子神社)[舟床]
小社=金屋子社1[恵口]

森神=鑪大明神[鑪]
神社=八幡宮(祭神一応神天皇仲哀天皇神功皇后。造営=従前領主ヨリ調之。末社八宇=両皇大神宮、熊野神社、

稲荷社2、腎祖神社、若宮八幡宮工匠祖神社、金工祖神、田神社但当社地借鎮座)[久光山]
神社=金神社(祭神=不詳)[金口山]
森神=金屋子神2[佐垰、小笹越]
小社=金屋神1[金屋子]
森神=金屋子神1[高代原]
森神=金屋神2[後谷、鍛冶屋]
小社=全屋子社1[大濱]

小社=社1[古郷]
神社=大元神社(祭神=国常立命河内神。末社一宇= 神。社職=内村八幡宮神主牛尾身濯兼勤)[森岡]
小社=企屋・f社1[中屋]
神社=金刀比羅神社(祭神=崇1恵天皇須佐之男命大物主大神猿田彦大神天宇受賣命金屋上神。安永四乙未年三月九

日河野重旨弟河野卓藏勧諸。大祭六年一度。造営当村江尾弘三郎ヨリ調之)[大平山]
小社一金屋十社1[下居濱]
森神='屋子神5 [小田、大谷、鑪森3]

小社=全屋・j神恵美須神1[井野木河内]、令屋神厳嶋社1[中屋]
森神=金屋十神3 [平、美田迫、岡よ劇
神社=大元神社(祭神=不詳。末社一宇=金屋.了社。社職=森榮)[大森山]
森神=全1〒'寸神1 [出口]

44(フ)

()内は、該当する神格が他の神格と
複合して記されている等、イレギュ

ラーなものを外数で示している。

上帳」による金屋子神の郡別分布
鹿足那賀 美'

11/20.0% 5/ 9. 1%

13/18.8% 1/ 1.4%

フ/28.0%

28/21.5%

30

V 4.0%

神社

・鍛冶関連神種別・郡別数表
安、

金屋イ
祭神=金山

摂末社=金屋上
天倒箇
金口

金屋・上
金山
金斬
金神
金屋了
金山
金屋
鑪大明神

小社

森神

4

(D

表三金屋子神社「勧進帳」
年 代

寛政三a79D年
鑪・鍛冶文化四(1807)年

文政二a819)年
金屋子神明治=~四(1870-7D年

摩

3

2

邑智
4

5(2)

那

31(5)

山

2 (2)

による石見地方の
安'

2/ 3.6%
5/フ.2%
2/ 8.0%

フ/ 5.4%

美'

10(2)

50

2

合計
4

9(D
フ(5)

合計
55

69

25

130

・鍛冶ならびに「神社
摩 邑智

5/9.1% 32/58.2%
3/4.3% 47/68.1%
3/12.0% 12/48.0%
4/3.1% 91/69.2%

ー
]

2
1
1
2
3
1
ー

74
1

4
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N



表一明治初年「神社書上帳」記載金屋子神等.・鍛冶関連神一

※()内は「神社書上帳」の記述による補足、[]内は字名を示している。地域区分、村の配列、神社・小社・森神の区
別は「ネ耕士書上帳」による。判別しゃすいように は赤、金山は青、てれ以ノのlt は緑で、また金属との関連を示す
と思われる字名は黄色の塗り潰しで示した。さらに村名・字名のゴチ・"クは、西比田金屋子神社「勧進帳」にも見える地名
を示している。

0安濃郡
・上山村:森神=全屋子神1[浄光]
・加淵村:神社ーヤ,神(祭神=金山彦命。造営=加淵村長原村ヨリ調之)[芳迫
・吉永村:小社=金至十社1[モヨウシ]
・池田村:森神=金屋子神1[舮]
・圓城寺村:小社=全屋子神1[金屋子]
・小屋原村:神社一若一王子社(摂社彦山鉄矢大神[祭神=金山毘古金山毘賣命])[亀山]
・多根村:神社=佐比賣山神社(祭神=大巳貴命、少名彦名命、須勢理姫命、相殿金山彦命、面足命口根命)[中積]

小社=企至了神1[小笹]
森神=金屋子神2[松原、鍛冶屋床]

・小豆原村:神社=金了神社(祭神=金山彦命)[神主山]
・才坂村:小社=金精神1[大ネ咽
・鳥井村:ネ叫士=佐比賣山神社(祭神=金山彦金山姫命)〔市岐嶋山]
・鳥越太上森神=金山彦神〕[長崎]

0邇摩郡

・北佐木村:神社=大歳神金山彦命社(祭神=大年神、金山彦命)[金町]
・福原村:森神=金屋神1[山吹床]、
・荻村:森神=金屋・f神2 [江奥、殿迫奧]、
・イ左摩村:神社=佐毘賣山神社(祭神=金1」」彦命、美濃郡佐毘賣山神社より勧請)[銀山町仙山]
・新屋村:森神=金屋神1[岡臺]
・忍原村:森神=金山彦神1[鍛冶屋町]
・静間村:森神=金山彦神1[笹谷]

0邑智郡
・清見村:小社=全全了社1[鍛冶屋]
・後山村:森神=金屋了神1[幸地ネ朝
・江尾木上森神=企屋上神1〔雲毛]
・今田村:小社=金屋十神1[長尾]
・川戸村:神社=妙見社(末社金山日吉神)[城水山]

森神=企屋f神5[刃金場、三田地、火所、坂根、
・日和村:;畊士=櫻井太詔刀神社(妙見社、明治三年正月改替。祭神=太詔刀命。末社全屋」社)[正青山]
・田津村:小社=三宝幸神金刀比羅神令'子神愛宕社水神杵築社稲荷神恵美須社(八神神社)1[坂根山]
・渡利村:小社=余厘イ神1[水木]
・中野村:小社=大歳神企屋子社1[天神面]

森神=余尾ナ;叫[寺田屋]

・矢上村:;叫士=企屋・f神社(祭神=天倒一箇命。造営当村ヨリ調之。加茂神社境内地。社職=当村諏訪神社大宮司諏訪靱夫
兼勤)[加茂山]、天倒一箇神社(祭神= 箇命。造営=当村鹿子原ヨリ調之。社職=当村諏訪神社大宮
司諏訪靱夫兼對D [原山]

小社=金屋イ社5[柚木谷、日元、八田子、温井、大岩]、金屋子神薬師二柱神水神天満宮火産霊神1[八田子]、大
年社企1全f神秋葉神地主神1[森脇谷]

森神=金屋」・神9 [奧番沢、近正.、川崎、小噺(懸)、大歳、上竹、大年、大城古、鉄穴内
・市木村:神社=麦尾八橘宮(末社企屋 f社)[麦尾山]、馬場八幡宮(末社金厘イ社)[馬場山]

小社=全屋子社1[道正原]、全呈・と神4 [奧入、松原、鱒越、橋本]
森神=全屋寸・神3[熊山、金屋子、新所]、神1[鳥面]

谷村:森神金屋」;軌[奥砥谷]
・上田所太上森神一金屋了神1[立岩]
・高見村:;耕士=賀茂神社(末社全屋.」社)朋向山]
・上口羽村:森神=金屋子神1〔川角]
・下口羽本上森神=企屋了神1[菖蒲]
・上田村:ネ畊士=八幡宮(末社金社)[柿尾山]

小社=金屋子社稲荷社[豊栄山]
・都賀西村:小社=金屋子神1[ ]、金居子(全屋子)神1[丁]
・谷住郷村:森神=金屋.子神1[伊谷山]
・大林村:神社=山神社(祭神=金山彦神、金山姫神)[森]
・村之郷村:小社=金屋子神1[下畠]
・川本村:神社=金屋.子神社(祭神=金山彦命、石凝命。造営=当村三上為吉郎ヨリ調之)[石川]、 神社(祭神=

神、凝姥命。造営=当村山根八朗ヨリ調之)[谷]
小社=金屋子社1[先見谷]

・川下村:小社全屋子神1[繪堂]
森神=金屋十神2[瀬尻、材木]

・田窪村:小社一金屋子神1 剖畔削
・大村:森神金屋子神2 [久井谷奥、名ケ谷]
・三原村:森神=企屋子神1[河上]
・南佐木村:小社全屋上神1[上鍛冶屋]
・=俣村:森神高智神(祭神全屋子神)[森上]
・小谷村:小社=金山彦命1[宮上]
・都賀本郷村:小社=全屋子神1[舮]

森神=金屋子神1[宮前]
・都賀郷上野村:森神金屋神3[御堂原、大谷、]



調
」
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
棟
札
や
社
伝
等
の
情
報
も
加
味
し
な
が
ら
、

円
)

後
年
、
『
石
見
国
神
社
記
』
を
著
わ
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
「
神
社
書
上
帳
」
な
ら
び
に
『
石
見
国
神
社
記
』
に
拠
り
な

が
ら
、
明
治
初
年
の
石
見
地
方
に
お
け
る
金
屋
子
神
祭
祀
の
一
端
に
迫
り
た
い
。

石
見
地
方
「
神
社
書
上
帳
」
に
見
る
金
屋
子
神
の
分
布

1

前
頁
の
表
一
は
、
「
神
社
書
上
帳
」
に
見
ら
れ
る
金
屋
子
神
等
、
鑪
や
鍛
冶
に
直

接
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
神
格
を
、
村
ご
と
に
書
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
書
上

(
即
)

帳
」
自
体
の
区
分
に
従
っ
て
、
神
社
、
小
社
、
森
神
の
別
も
示
し
て
お
い
九
。
ま
ず

気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
神
社
の
数
に
比
し
て
小
社
、
さ
ら
に
は
森
神
の
数
が
圧
倒
的

に
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
二
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

邑
智
郡
に
集
中
す
る
神
社
四
社
に
つ
い
て
も
、
そ
の
祭
神
は
天
目
一
箇
神
、
金
山
彦
、

金
山
姫
、
天
糠
戸
、
石
凝
姥
と
な
っ
て
い
て
、
金
屋
子
神
を
祭
神
と
す
る
も
の
は
な

(
幻
)

神
社
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
金
屋
子
神
と
し
て
は
、
唯
弌
那
賀
郡
鍋
石
村

、
0の

金
刀
比
羅
神
社
の
祭
神
に
、
他
の
五
柱
と
並
ん
で
そ
の
名
が
見
出
せ
る
が
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
、
金
刀
比
羅
神
社
本
来
の
祭
神
に
付
随
的
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
屋
子
神
社
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
佐
比
賣
山
神
社
の
よ
う
に
、
金
山
彦

.

金
山
姫
を
祭
神
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
神
社
の
摂
末
社
等
も
含
め
九
小
社
や
森
神
で
は
、
金
屋
子
社
な

い
し
は
金
屋
子
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
、
金
山
彦
等
、
そ
れ
以
外
の
神

格
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
書
上
帳
」
に
見
ら
れ
る
小
社
・
森
神
の

名
称
に
は
、
た
と
え
ば
稲
荷
神
、
八
幡
神
は
も
と
よ
り
、
厳
島
神
、
金
刀
比
羅
神
、

さ
ら
に
は
杵
築
神
、
三
穂
神
等
、
著
明
神
社
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
神
格
の
名
称
と
し

(
2
)

小

て
用
い
ら
れ
る
事
例
が
、
ご
く
一
般
的
に
見
一
堂
け
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

社
・
森
神
と
し
て
金
屋
子
神
が
祀
ら
れ
る
場
合
に
も
、
金
屋
子
神
と
い
う
独
自
の
神

格
を
祀
る
と
い
う
よ
り
は
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
神
格
の
名
称

と
し
て
借
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
。
第
一

節
で
も
触
れ
た
よ
う
な
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
の
「
勧
化
」
が
そ
こ
に
大
き
く

作
用
し
て
い
九
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
に
残
さ
れ
た
「
勧
進
帳
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な

る
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
分
布
と
金
屋
子
神
祭
祀
と
の
関
連
を
見
て
み
ょ
う
。
「
勧
進
帳
」

寛
政
三
(
一
七
九
一
)
年
、
文
化
四
(
一
八
0
七
)
年
、
文
政
二
(
一
八
一
九
)

、

は年
に
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
再
建
の
た
め
の
奉
加
金
を
納
め
た
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
所

(
器
)

在
と
名
前
を
記
し
た
帳
簿
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
お
そ
ら
く
は
神
社
側
か
ら
の
「
勧

化
」
に
呼
応
し
た
自
発
的
な
奉
加
の
記
録
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
時
の
西
比

田
金
屋
子
神
社
の
信
仰
圏
を
完
全
な
形
で
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
小
ノ
な
く
と

も
そ
の
大
略
を
示
し
て
い
る
と
見
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
表
三
に
そ
の
分
布
数
を
ま
と
め

て
み
九
。
石
見
地
方
で
奉
加
し
九
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
所
在
地
は
、
寛
政
三
年
で
は
五

五
ケ
所
、
文
化
四
年
に
は
六
九
ケ
所
、
文
政
二
年
に
は
二
五
ケ
所
を
数
え
る
が
、
そ

の
う
ち
邑
智
郡
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ニ
ケ
所
、
四
七
ケ
所
、
三
ケ
所
、
割
合
で
い

う
と
五
八
・
ニ
%
、
六
八
・
一
%
、
四
八
・
 
0
%
に
上
る
。
ま
た
那
賀
郡
で
は
、
一

ハ
%
、
ニ

八

一
ケ
所
、
一
三
ケ
所
、
七
ケ
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
0
 
・
 
0
%
、

.

・
0
%
で
あ
る
。
西
比
田
金
屋
子
神
社
と
結
び
つ
い
た
鑪
師
・
鍛
冶
師
が
、
邑

八智
・
那
賀
両
郡
、
と
り
わ
け
前
者
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
明
治
初
年
の
「
神
社
書
上
帳
」
に
お
け
る
小
社
・
森
神
の
金
屋
子
神
の
数

も
表
三
の
下
欄
に
示
し
て
い
る
が
、
神
社
境
内
の
摂
末
社
も
含
め
て
旧
浜
田
藩
・
銀

山
領
に
お
け
る
合
計
一
三
0
柱
の
う
ち
、
邑
智
郡
は
九
一
柱
で
六
九
・
ニ
%
、
那
賀

郡
で
は
二
八
柱
で
二
丁
五
%
で
あ
る
。
「
勧
進
帳
」
と
「
神
社
書
上
帳
」
と
の
双

方
で
、
所
在
地
の
地
名
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
表
一
で
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
よ

(
別
)

う
に
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
郡
別
の
割
合
で
見
る
か
ぎ
り
、

「
勧
進
帳
」
に
お
け
る
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
分
布
と
「
書
上
帳
」
に
見
る
小
社
・
森
神

と
し
て
の
金
屋
子
神
の
分
布
は
、
驚
く
ほ
ど
近
似
し
た
。
ハ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

-32-



い
い
か
え
れ
ば
石
見
地
方
に
お
い
て
は
、
小
社
・
森
神
と
し
て
の
金
屋
子
神
の
分
布

と
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
信
仰
圏
あ
る
い
は
神
社
か
ら
の
「
勧
化
」
が
な
さ

れ
た
地
域
と
は
、
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
て
い
た
、
と
見
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
邑
知
昌
^

に
濃
密
に
分
布
す
る
金
屋
子
神
が
美
濃
郡
以
西
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
く
な

る
と
い
う
、
第
一
一
即
で
見
た
牛
尾
三
千
夫
の
指
摘
は
、
少
な
く
と
も
明
治
初
年
の
時

点
で
は
裏
付
け
ら
れ
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

2
 
『
石
見
国
神
社
記
』
に
見
る
金
屋
子
神

次
に
、
藤
井
宗
雄
『
石
見
国
神
社
記
』
か
ら
、
興
味
深
い
事
例
を
い
く
つ
か
取
り

出
し
て
み
ょ
う
。
ま
ず
は
金
屋
子
神
以
外
の
神
格
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
安
濃
郡
小

屋
原
村
の
若
一
王
子
社
の
摂
社
彦
山
鉄
矢
大
神
に
つ
い
て
は
、
享
保
三
二
年
再
建
の

棟
札
に
、
天
竺
か
ら
漂
流
し
て
き
た
と
す
る
「
金
山
彦
鉄
矢
権
現
」
の
由
来
譚
が
き

(
部
)

わ
め
て
素
朴
な
形
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
世
神
話
的
な
記
述
に
は
、
各
地

に
流
布
す
る
種
々
の
金
屋
子
縁
起
類
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
安
濃

郡
小
豆
原
村
の
金
子
神
社
の
祭
神
は
金
山
彦
命
で
あ
る
が
、
別
名
と
し
て
「
銑
子
大

(
部
)

明
神
」
あ
る
い
は
「
鉄
子
大
明
神
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
別
名
か
ら
見
れ
ば
、

こ
れ
も
製
鉄
関
連
の
神
格
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
邑
智
郡
大
貫
村
に
は
、
「
=
巴

智
郡
神
社
書
上
帳
」
に
記
載
が
な
い
も
の
の
、
次
の
よ
う
な
金
山
神
が
祀
ら
れ
て
い

た
。
「
金
山
神
/
興
盛
寺
鎮
坐
/
宗
雄
云
寺
号
を
興
盛
寺
と
云
を
想
ふ
に
銅
鉄
の
為

に
祀
ら
れ
寺
は
此
神
の
為
に
置
れ
し
な
ら
む
/
祭
神
金
山
神
瑜
伽
大
権
現
本
地
日
光

大
菩
薩
秋
葉
大
権
現
本
地
月
光
菩
薩
0
神
体
中
鏡
鑪
鉄
木
像
二
左
鏡
鑪
鉄
鰐
口
形
鏡

右
鏡
鰐
口
形
鏡
/
祭
日
三
月
三
日
/
建
物
本
社
拝
所
/
末
社
金
毘
羅
大
権
現
本
地
不

動
尊
/
同
愛
宕
大
権
現
本
地
地
蔵
尊
/
社
人
真
言
宗
興
盛
寺
宝
忍
」
。
金
屋
子
縁
起

類
に
は
神
仏
習
合
的
性
格
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
典
型

的
な
一
例
で
あ
ろ
う
。

次
は
、
川
本
村
の
金
屋
子
神
社
の
例
で
あ
る
。
「
金
屋
子
神
社
/
石
川
鎮
坐
/
祭

神
金
山
彦
命
石
凝
姥
命
0
神
体
木
像
鏡
/
祭
日
十
月
十
五
日
/
建
物
本
社
拝
所
鳥
居

武
良
計
惣
吉
炭
作
加
吉
助
炭
多
喜
兼
二
郎
同
只
平
」
。

現
在
は
弓
ケ
峯
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
の
金
屋
子
神
社
は
、
士
居
原
鑪

(
勿
)

を
経
営
し
て
い
た
三
上
家
に
よ
っ
て
代
々
奉
斎
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
棟

札
の
記
載
で
見
る
か
ぎ
り
享
保
五
(
一
七
二
0
)
年
の
建
立
時
に
は
「
金
山
彦
尊
社
」

で
あ
っ
た
も
の
が
、
安
永
八
(
一
七
七
九
)
年
の
葺
替
以
降
、
「
金
屋
子
大
明
神
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
九
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
見
た
金
山
彦
を
銑
子
大
明
神
、

鉄
子
大
明
神
と
呼
ん
だ
例
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
、
金
屋
子
神
に
関
わ
っ

て
も
、
社
名
や
祭
神
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
流
動
的
だ
っ
た
こ
と

(
8
)

が
窺
え
る
。
ま
九
、
引
用
の
後
段
で
は
、
士
居
原
鑪
で
の
操
業
の
成
功
を
記
念
し
て

奉
納
さ
れ
九
額
が
「
宝
器
」
と
し
て
特
筆
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
鑪
操
業
の

成
功
が
「
神
徳
之
主
護
」
に
よ
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

天
保
翅
た
た
ら
製
鉄
が
地
域
の
地
場
産
業
と
し
て
一
局
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と

の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
邑
智
郡
日
和
村
で
は
、
二
四
ケ
所
を
数
え
る
森
神
の
最
後
に
挙
げ
ら
れ

た
六
柱
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
・
:
:
・
0
横
ふ
な
の
大
元
神

阿
山
の
大
元
神
0
滝
根
の
大
元
神
0
日
の
城
の
大
元
神
0
室
原
の
大
元
神
0
小
や

/
棟
札
奉
建
立
金
山
彦
尊
社
工
王
早
保
五
庚
子
年
十
二
月
八
日
神
主
大
宮
司
牛
尾
飛

騨
守
願
主
丑
年
家
内
長
久
祈
攸
施
主
三
上
七
郎
右
衛
門
同
弥
七
郎
裏
に
金
山
彦
尊
社

再
建
立
元
文
二
丁
巳
十
一
月
吉
日
名
略
0
奉
葺
替
金
屋
子
大
明
神
御
舎
工
于
安
永
八

庚
子
仲
夏
首
三
辰
:
:
・
・
/
宝
器
額
一
面
銘
に
客
年
丙
申
仲
冬
従
、
一
十
四
日
一
至
、
一
十
七

日
一
四
昼
夜
之
間
士
居
原
鑪
産
精
鉄
二
百
二
十
束
則
此
業
之
大
盛
而
偏
縁
二
神
徳
之

主
護
一
也
於
是
紀
二
事
実
書
役
夫
之
姓
名
一
献
額
以
表
二
崇
敬
之
微
意
一
云
天
保
八

ふ
河
内
神
の
大
元
神
/
宗
雄
云
横
ふ
な
以
下
六
所
み
な
鑪
所
と
あ
り
然
は
鑪
の
あ
る

に
就
て
大
一
兀
神
を
祀
れ
る
な
る
へ
し
:
:
:
」
。
こ
こ
で
は
、
大
一
兀
神
も
ま
た
、
鑪
の

丁
酉
歳
三
月
吉
日
鑪
主
三
上
氏
宰
事
伊
東
豊
助
定
忠
同
頼
助
定
義
同
正
作
定
直
役
夫
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守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
藤
井
宗
雄
徐
識
を
窺
う
こ
と
が
で

西
)

き
る
。
要
す
る
に
、
金
屋
子
神
、
さ
ら
に
は
金
山
彦
等
、
金
属
生
産
・
加
工
に
関
わ

る
と
通
常
み
な
さ
れ
て
い
る
神
格
以
外
に
も
、
状
況
に
応
じ
て
製
鉄
・
鍛
冶
の
神
と

目
さ
れ
て
い
た
神
格
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
金
属
生
産
・
加
工
に
関
わ
る
神
格
の
あ
り
方

は
か
な
り
流
動
的
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
た
た
ら
製
鉄
や
鍛
冶
に
関
わ
る
信
仰
が
、

石
見
地
方
に
あ
っ
て
も
金
屋
子
神
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
逆
に
、
金
屋
子
神
が
鑪
・
鍛
冶
の
守
護
と
い
う
機
能
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
か
否
か
も
、
必
ず
し
も
判
明
で
は
な
い
。
前
掲
の
表
一
で
は
鑪
や
鍛
冶
等
に

直
接
関
連
す
る
地
名
を
黄
色
の
塗
り
潰
し
で
示
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
地
名

(
3
)

は
、
鑪
・
鍛
冶
、
さ
ら
に
は
鉄
穴
等
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

な
か
に
は
、
第
一
一
即
で
取
り
上
げ
た
柳
田
国
男
の
「
金
子
屋
敷
」
が
示
唆
し
て
い
た

よ
う
に
、
製
鉄
や
鍛
冶
の
生
業
と
関
連
し
な
い
他
の
利
益
を
担
う
も
の
や
、
鑪
場
や

鉄
穴
場
が
移
動
し
た
後
に
地
域
集
団
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
が
含
ま

れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
九
、
石
見
西
部
で
も
た
た
ら
製
鉄
は
盛
行
し
て

(
飢
)

い
た
が
、
^
^
^
^
は
ほ
と
ん
ど
^
ら
れ
て
い
な
か
っ
九
。
^
に
^
た
よ
う
に
、
^

屋
子
神
の
分
布
が
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
「
勧
化
」
の
範
囲
と
重
な
る
と
す
る
な
ら

は
、
そ
れ
は
、
実
体
的
な
「
金
屋
子
信
仰
」
と
い
う
よ
り
は
、
製
鉄
業
1
そ
の
成

否
が
人
為
だ
け
で
は
ど
ぅ
に
も
な
ら
ず
、
常
に
危
険
と
も
隣
り
合
わ
せ
の
ー
に
関

わ
っ
て
要
請
さ
れ
る
職
業
神
を
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
か
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
て
、

そ
の
^
名
に
^
し
て
た
ま
た
ま
信
仰
の
対
象
と
し
て
い
た
、
と
い
う
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
0

お
わ
り
に

も
と
よ
り
、
金
屋
子
神
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
器
動
的
な
状
況
は
、
石
見
地
方
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
大
同
小
異

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
西
比
田
金
屋
子
神
社
を
始
点
と
す
る

「
金
屋
子
信
仰
」
は
、
近
世
後
半
以
降
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
在
地
産
業
化

し
た
た
た
ら
製
鉄
が
、
、
永
代
鑪
の
施
設
を
大
型
化
さ
せ
る
な
か
で
急
速
に
拡
が
っ
て

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
「
舮
が
永
代
舮
に
な
っ
て
、
そ
の

い規
模
が
大
が
か
り
に
な
っ
た
た
め
に
、
失
敗
す
れ
ば
そ
の
損
失
も
ま
た
大
き
く
な
っ

た
」
が
故
に
、
こ
れ
を
回
避
す
べ
く
い
っ
そ
う
厳
し
い
信
仰
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
、
牛
尾
三
千
夫
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
(
『
菅
谷
鑪
』
、
六
一
頁
)
。

そ
こ
か
ら
、
死
桟
を
好
み
女
人
を
拒
む
特
異
で
怖
ろ
し
い
神
格
と
、
神
主
安
部
氏
の

絶
対
的
と
も
い
う
べ
き
「
法
力
」
へ
の
信
仰
が
生
じ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し

れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
た
と
え
ば
、
柳
田
国
男
が
『
偲
諺
集
』
か
ら
引
い
た
備
後
双
三
郡

1
石
見
邑
智
郡
に
隣
接
す
る
の
「
、
は
ん
こ
節
」
に
は
次
の
よ
う
な
唱
句
が
あ

る
。
「
た
＼
ら
打
ち
た
や
、
此
ふ
ろ
や
ぶ
へ
/
塩
と
御
幣
で
、
浄
め
て
お
い
て
/
い

は
い
こ
め
た
や
、
か
な
い
ご
じ
ん
を
」
(
柳
田
国
男
「
炭
焼
き
小
五
郎
が
事
」
[
『
柳

田
国
男
全
集
』
三
、
三
五
八
頁
]
)
。
『
偲
諺
集
』
に
は
「
是
は
昔
た
＼
ら
に
歌
ひ
し

も
の
」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
歌
わ
れ
た
文
脈
は
不
明
で
あ
る

む
し
ろ
「
金
鋳
護
神
」
・
金
屋
子
神
に
対
す
る
親
近
感
さ
え
窺
わ
れ
る
。
「
ふ

>
、

力ろ
」
と
は
森
の
こ
と
を
指
す
が
故
に
、
こ
れ
は
ま
さ
に
森
神
と
し
て
金
屋
子
神
を
祀

る
心
意
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
さ
ら
に
は
永
代
鑪
以
前
の
野
鑪
の
か
す

か
な
記
憶
を
読
み
取
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
お
そ
ら
く
は
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
を
示
し
て
い
た
は
ず
の
「
金
屋
子
信

仰
」
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
民
俗
学
の
起
源
遡
及
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
い
わ
ば
柳
田

国
男
の
「
法
力
」
に
よ
っ
て
一
一
兀
化
さ
れ
、
「
八
幡
信
仰
」
に
淵
源
す
る
古
来
の
金

属
神
信
仰
の
正
統
へ
と
祭
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
洋
鉄
」
の
流
入
に
よ
る
た

た
ら
製
鉄
の
消
滅
が
、
あ
る
種
の
近
代
化
の
所
産
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
民
俗
学
に

よ
る
「
金
屋
子
信
仰
」
の
探
求
も
、
日
本
に
お
け
る
金
属
神
の
源
流
を
ノ
ス
タ
ル
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ジ
ッ
ク
に
称
揚
し
よ
う
と
す
る
、
こ
れ
ま
た
あ
る
種
の
近
代
的
な
眼
差
し
の
所
産

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
0

註
(
1
)
種
々
の
文
献
で
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
山
田
新

郎

「
神
代
史
と
中
国
鉄
山
(
一
)
」
(
『
歴
史
地
理
』
二
九
1
三
、
一
九
一
六
年
、
四
四
頁
)

が
そ
の
初
出
で
あ
る
。

2
)
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
「
金
屋
子
信
仰
」
の
語
の
初
出
は
、
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
降
臨
譚
」

(
『
民
俗
学
研
究
』
三
、
一
九
五
二
年
)
で
あ
る
。
こ
の
語
の
使
用
は
、
た
と
え
ば
「
民
問
信

仰
」
概
念
な
ど
と
同
様
、
信
仰
の
対
象
な
い
し
は
信
仰
の
内
実
の
実
体
視
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
屋
子
神
に
関
わ
る
信
念
と
実
践
と
を
包
括
す
る

適
切
な
用
語
が
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
便
宜
的
に
「
」
付
き
で

用
い
る
こ
と
に
す
る
0

3
)
も
と
よ
り
近
年
も
、
「
金
屋
子
信
仰
」
を
め
ぐ
っ
て
、
個
別
事
例
の
検
討
と
基
礎
デ
ー
タ

の
蓄
積
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鉄
の
文
化
圏
推
進
協
議
会
が

一
九
九
四
年
か
ら
二
0
0
三
年
に
か
け
て
行
な
っ
た
「
金
屋
子
神
信
仰
分
布
調
査
」
は
、
そ

の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
調
査
の
成
果
は
、
鉄
の
文
化
圏
推
進
協
議
会
編
『
金
屋
子
神
信

仰
の
基
礎
的
研
究
』
(
岩
田
書
院
、
二
0
0
四
年
)
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
奥
出
雲
を

中
心
と
し
た
金
屋
子
社
祠
の
実
態
調
査
な
ら
び
に
西
比
田
金
屋
子
神
社
所
蔵
「
勧
進
帳
」

の
割
刻
と
こ
れ
に
基
づ
く
分
布
表
・
分
布
図
等
の
内
{
谷
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
「
金
屋
子

信
仰
」
の
実
相
を
窺
う
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
労
作
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究

の
深
化
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
基
礎
デ
ー
タ
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
と
い

う
印
象
は
拭
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
石
塚
尊
俊
が
旧
来
の
自
説
を
く
り
返
す
論
考
を
本
書
に

寄
せ
て
い
る
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
(
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
神
の
信
仰
と
た
た
ら
」

ー
そ
の
初
出
は
石
塚
尊
俊
「
金
屋
子
神
の
信
仰
に
つ
い
て
」
[
『
し
ま
ね
の
古
代
文
化
』
七
、

二
0
0
0
年
]
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
前
年
一
一
月
の
鉄
の
道
文
化
圏
・
鉄
の
歴
史
村
文
化

講
演
会
で
倫
演
記
録
で
あ
る
)
。
そ
れ
は
ま
た
、
失
わ
れ
ゆ
く
「
金
屋
子
信
仰
」
を
ど
の

よ
う
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
の
か
、
方
法
論
の
問
題
の
難
し
さ
を
も
示
し
て
い
る
。

)
こ
れ
ら
の
研
究
史
の
整
理
と
し
て
は
、
浅
沼
政
誌
「
金
屋
子
神
信
仰
研
究
の
足
跡
」
(
前

掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
)
が
あ
る
。
ま
九
西
比
田
金
屋
子
神
社
宮
司
安

部
正
哉
に
よ
る
『
金
屋
子
縁
起
と
炎
の
伝
承
玉
鋼
の
杜
』
(
金
屋
子
神
社
、
一
九
八
五
年
)

も
参
照
の
こ
と
0

)
『
鉄
山
秘
書
』
に
関
し
て
は
そ
の
後
俵
国
一
『
古
来
の
砂
鉄
製
錬
法
1
た
、
ら
吹
製

鉄
法
』
(
丸
善
、
一
九
三
三
年
)
に
附
録
と
し
て
納
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
三
枝
博
音
に
よ
る

割
刻
(
『
鉄
山
必
用
記
事
』
[
日
本
科
学
古
典
全
書
第
十
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
四
年
]
)
、

飯
田
賢
一
・
田
渕
実
夫
に
よ
る
翻
刻
(
「
鉄
山
必
用
記
事
」
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第

十
巻
[
一
一
三
書
房
、
一
九
七
0
年
]
)
も
あ
る
。
ま
た
近
年
に
は
現
代
語
訳
も
刊
行
さ
れ
て

い
る
(
館
充
訳
『
現
代
語
訳
鉄
山
必
用
記
事
』
[
丸
晝
二
0
0
一
年
]
)
。

)
引
用
文
中
曇
城
村
七
条
の
小
字
「
金
屋
子
」
は
、
第
二
節
で
扱
う
「
神
社
書
上
帳
」

一
」

も
、
金
屋
子
神
の
所
在
地
の
一
つ
と
し
て
登
場
す
る
。
三
0
頁
の
表
一
を
参
照
の
こ
と
。

)
漂
泊
民
と
し
て
の
金
屋
へ
の
着
目
は
、
こ
の
時
期
の
柳
田
が
、
「
巫
女
考
」
や
「
毛
坊
主

考
」
な
ど
の
論
考
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
的
性
格
を
帯
び
魚
泊
民
に
関
心
を
寄
せ

て
い
た
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

)
た
と
え
ぱ
牛
尾
三
千
夫
「
踏
輔
唄
き
き
が
き
抄
」
(
『
民
謡
研
究
』
一
 
1
 
一
、
一
九
三
七
年
)

一
九
六
二
年
)
、
石
塚
尊
俊
「
鑪
に

や
同
「
た
た
ら
唄
に
就
い
て
」
(
『
た
た
ら
研
究
』

、

八

於
け
る
禁
忌
と
呪
術
」
(
『
民
間
伝
承
』
一
一
 
1
 
-
 
0
/
一
弌
一
九
四
七
年
)
、
同
「
鍛
冶

聞
沓
抄
」
(
『
出
雲
民
俗
』
三
、
一
九
四
九
年
)
、
同
「
村
下
の
技
術
」
(
『
出
雲
民
俗
』
一
七
、

一
九
五
二
年
)
、
同
「
芦
合
鑪
村
下
聞
書
」
(
『
山
陰
民
俗
』
二
四
、
一
九
六
五
年
)
な
ど
が

あ
る
0ま

た
、
こ
れ
以
外
の
在
地
の
研
究
者
に
よ
る
報
告
と
し
て
は
、
小
滝
暹
「
和
鉄
製
造
に
関

す
る
語
奨
」
(
『
民
間
伝
承
』
四
1
六
、
一
九
三
九
年
)
、
同
「
鑪
歌
の
二
三
」
(
『
島
根
民
俗
』

一
 
1
五
、
一
九
三
九
年
)
、
木
村
晩
翠
「
踏
輔
唄
と
音
頭
」
(
『
島
根
民
俗
』
一
 
1
五
、
一
九
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三
九
年
)
、
沖
本
常
吉
「
民
俗
雑
資
料
」
(
『
島
根
民
俗
通
信
』
二
、
一
九
四
八
年
)
、
同
「
鑪

文
書
(
承
前
)
」
(
『
島
根
民
俗
通
信
』
三
、
一
九
四
八
年
)
な
ど
が
あ
る
。

9
3

)
牛
尾
の
こ
の
引
用
は
、
石
田
春
律
の
子
孫
で
あ
る
石
田
春
昭
の
「
金
屋
子
縁
起
紗
」
(
『
島

根
民
俗
』
一
 
1
六
、
一
九
三
七
年
)
に
よ
る
紹
介
が
、
お
そ
ら
く
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
周

知
の
よ
う
に
、
石
田
春
律
(
一
七
五
七
1
一
八
二
六
)
は
那
賀
郡
東
部
、
大
田
村
の
庄
屋
で

鑪
経
営
者
で
あ
り
、
『
石
見
八
重
葎
』
(
文
化
一
四
[
一
八
一
七
]
年
)
や
『
百
姓
稼
稲
元
』

(
文
政
二
[
一
八
一
九
]
年
)
の
著
者
で
も
あ
る
。
後
者
は
、
横
川
四
郎
編
(
小
野
武
夫
解

題
)
『
近
世
社
会
経
済
学
説
大
系
石
田
春
律
集
』
(
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
三
六
年
)
と
し

て
、
こ
の
当
時
公
刊
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

N
)
金
屋
子
神
の
図
像
は
、
山
内
登
貴
夫
編
『
絵
姿
に
表
さ
れ
九
製
鉄
・
鍛
冶
の
神
像
』
(
金

屋
子
神
話
民
俗
館
、
一
九
九
四
年
)
に
、
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
)
た
と
え
ば
「
甲
子
の
年
三
月
十
一
日
甲
子
の
日
」
と
い
う
表
現
は
、
「
三
国
姫
宮
因
緑
」

や
、
近
年
の
田
部
家
古
文
書
調
査
に
お
い
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
金
屋
子
神
略
記
」
等
、

別
系
統
の
金
屋
子
縁
起
類
に
も
見
ら
れ
る
年
月
日
で
あ
る
。
ま
た
「
山
司
神
衛
王
を
父
と
し
、

水
司
龍
王
命
を
母
と
し
」
と
い
う
記
述
は
、
『
金
屋
子
縁
記
抄
』
に
お
い
て
金
屋
子
神
の
母

で
あ
る
金
山
姫
が
「
我
父
ハ
山
神
王
我
母
ハ
海
龍
王
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
応
し
て
い
る

し
、
「
大
和
国
春
日
山
の
麗
に
御
生
誕
」
の
部
分
は
、
や
は
り
『
金
屋
子
器
抄
』
で
金
屋

子
神
が
「
大
和
国
三
笠
郡
天
香
久
山
ノ
麓
ニ
テ
:
・
:
・
御
出
生
」
し
た
と
い
う
張
に
対
応
し

て
い
る
0

松
)
た
と
え
ば
石
塚
を
中
心
と
し
て
牛
尾
や
白
石
昭
臣
ら
在
地
の
民
俗
研
究
者
が
参
加
し
た
、

昭
和
四
十
二
年
度
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
『
萱
合
鑪
』
(
島
根
県
教
育
委
員
会
一
九

六
八
年
)
は
そ
の
典
型
で
あ
る
し
、
ま
た
長
年
に
わ
た
る
石
塚
自
身
の
研
究
成
果
は
、
『
鑪

と
鍛
冶
』
(
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
二
年
)
や
『
鑪
と
削
船
』
(
慶
友
社
、
一
九
九
六
年
)

こ

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
0

玲
)
こ
の
論
考
は
、
若
干
の
文
一
言
の
修
正
を
加
え
、
『
鑪
と
鍛
冶
』
と
『
鑪
と
制
船
』
の
い
ず

れ
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
の
引
用
は
『
鑪
と
制
船
』
に
拠
る
。

N
)
も
と
よ
り
石
塚
に
よ
る
こ
の
評
価
は
、
『
鉄
山
秘
聿
こ
あ
る
い
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
「
金

屋
子
神
祭
文
」
の
成
立
年
代
の
古
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
「
祭
文
」
を
室
町
期

の
成
立
と
み
な
す
山
田
や
向
井
の
説
を
退
け
、
こ
れ
に
「
士
農
工
商
」
の
文
言
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
世
後
期
の
成
立
と
推
定
し
て
い
る
。
実
際
、
「
金
屋
子
神
祭
文
」

を
含
む
金
屋
子
縁
起
類
の
す
べ
て
が
、
押
立
柱
に
支
え
ら
れ
た
一
局
殿
に
よ
る
永
代
鑪
1
近

年
の
研
究
で
は
一
七
佳
紀
に
成
立
し
、
一
八
世
紀
以
降
大
型
化
し
た
と
さ
れ
る
ー
を
前
提

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
石
塚
の
こ
の
判
断
は
首
止
月
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ

し
後
で
見
る
よ
う
に
、
確
か
な
伝
承
が
実
際
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
根
拠
も
明
示
し
な
い

ま
ま
、
『
鉄
山
秘
童
旦
の
記
述
の
み
を
信
頼
す
る
石
塚
の
姿
勢
に
は
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
。

而
)
た
と
え
ば
、
西
郷
信
綱
「
八
幡
神
の
発
生
」
(
同
『
神
話
と
国
家
』
[
平
凡
社
、
一
九
七
七

年
]
所
収
)
で
は
、
柳
田
の
説
く
八
幡
神
の
母
子
神
的
性
格
は
腎
る
も
の
の
、
鍛
冶
神
と

し
て
の
位
置
づ
け
に
は
否
定
的
で
あ
る
。

玲
)
そ
も
そ
も
金
屋
子
神
が
本
来
八
幡
神
と
同
根
で
あ
り
、
と
り
わ
け
火
の
神
Π
鍛
冶
神
と
し

て
の
そ
の
原
型
を
今
に
留
め
て
い
る
と
い
う
説
明
は
、
元
来
の
火
の
神
の
性
格
が
実
体
と
し

て
現
在
に
至
る
ま
で
金
屋
子
神
の
な
か
に
受
け
樂
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
金
屋
子
神
と
い
う
独
自
の
神
格
が
実
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
暗
黙
の

う
ち
に
も
相
楚
す
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
議
論
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
0
 
も
と
よ
り
、
神
の
実

体
を
想
定
す
る
の
は
一
つ
の
立
場
1
あ
る
種
の
神
学
的
立
場
1
と
し
て
あ
り
得
る
だ
ろ

う
が
、
し
か
し
神
々
の
素
性
の
と
ら
え
方
は
そ
れ
だ
け
に
尽
き
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
0

(
Π
)
「
安
濃
郡
神
社
書
上
帳
」
(
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
「
寺
社
史
料
」
三
八
五
)
、
「
邇
摩
郡
神

社
書
上
帳
上
下
」
(
同
三
八
二
)
、
「
邑
智
郡
神
社
書
上
帳
」
(
同
二
四
八
)
、
「
那
賀
郡
神
社
書

上
帳
」
(
同
二
四
九
)
、
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
二
」
(
同
三
八
三
)
、
「
美
濃
郡
神
社
書
上
帳
上
」

(
同
三
八
四
)
。

(
玲
)
調
査
は
、
神
職
や
庄
屋
か
ら
の
書
上
に
基
づ
ミ
藤
井
等
調
査
員
に
よ
る
踏
査
結
果
も
加

味
し
て
い
る
。
当
該
調
査
地
で
そ
の
当
時
祀
ら
れ
て
い
た
小
社
、
森
神
の
す
べ
て
を
網
羅
す

る
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
が
、
旧
浜
田
藩
領
と
旧
銀
山
領
全
域
に
わ
た
る
神
祇
祭
祀

-36-



の
概
略
を
窺
う
に
は
貴
重
な
記
録
と
い
え
る
。

(
玲
)
藤
井
宗
雄
ら
に
よ
る
「
神
社
取
調
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る

森
神
祭
祀
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
山
崎
亮
「
明
治
初
期
旧
石
見
銀
山
領
に
お
け
る
森
神
信
仰

1
数
量
的
把
握
の
試
み
」
(
相
良
英
輔
先
生
退
職
記
念
論
集
『
た
た
ら
製
鉄
・
石
見
銀
山

と
地
域
社
会
1
近
世
・
近
代
の
中
国
地
方
』
[
清
文
堂
、
二
0
0
八
年
]
所
収
)
、
同
「
石

見
地
方
に
お
け
る
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て
1
明
治
初
年
「
神
社
書
上
帳
」
を
手
が
か
り
に
」

(
『
山
陰
民
俗
研
究
』
一
五
、
二
0
 
-
 
0
年
)
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
藤
井
宗
雄
『
石
見
国
神

社
記
』
は
明
治
六
(
一
八
上
己
年
に
成
立
し
、
明
治
一
六
(
一
八
八
三
)
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
清
書
が
完
成
し
て
い
る
が
、
私
は
、
全
八
巻
の
う
ち
巻
一
「
安
濃
郡
」
と
巻
二
「
邇

摩
郡
」
と
を
翻
刻
し
て
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
『
山
陰
研
究
』
二
、
三

(
二
0
0
九
、
二
0
 
-
 
0
年
)
に
掲
載
し
て
い
る
。

(
即
)
こ
の
「
神
社
取
調
」
に
お
け
る
神
社
の
区
分
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
宗
教
法
人
と

し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
神
社
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
も
の
で
は
な
い
。

(
幻
)
そ
も
そ
も
、
西
比
田
金
屋
子
神
社
の
祭
神
が
、
金
山
彦
と
金
山
媛
で
あ
る
(
一
剛
掲
『
金
屋

子
縁
起
と
炎
の
伝
承
』
、
ニ
ニ
頁
)
。

(
詑
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
石
見
地
方
に
お
け
る
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て
」
の
、

と
く
に
四
二
S
四
三
頁
の
表
を
姦
さ
れ
九
い
。

(
器
)
「
勧
進
帳
」
な
ら
び
に
、
そ
の
記
載
に
基
づ
く
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
分
布
に
関
し
て
は
、
前

掲
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
の
第
三
部
「
金
屋
子
神
社
所
蔵
勧
進
帳
」
に
拠
う
て

郡
都
賀
西
村
の
乙
谷
舮
や
同
じ
く
邑
智
郡
の
南
川
上
村
の
恵
口
鑪
は
明
ら
か
に
前
者
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
那
賀
郡
大
田
村
の
桜
谷
鑪
で
は
、
石
田
春
律
が
文
化
ご
二
(
一
八
工
◇

年
に
再
建
し
た
「
金
鋳
児
社
」
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
角
田
徳
幸

「
江
津
市
桜
谷
銅
金
鋳
児
神
社
と
江
の
川
下
流
域
の
鉄
生
産
」
[
『
た
た
ら
研
究
』
四
八
、
ニ

0
0
八
年
]
)
。
角
田
は
同
所
に
「
舩
魂
社
」
、
「
山
祇
社
」
、
「
愛
宕
社
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
に
お
い
て
同
じ
大
田
村
桜
谷

に
所
在
す
る
小
社
と
し
て
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
、
金
屋
子
神
、
舩
玉
神
、
山
神
、
愛
宕
神

の
こ
と
で
あ
ろ
う
0

逆
に
、
「
神
社
書
上
帳
」
で
は
直
接
確
認
で
き
な
い
鑪
場
の
金
屋
子
神
も
多
い
。
た
と
え

は
那
賀
郡
波
積
本
郷
の
二
川
鑪
に
は
、
二
0
0
一
年
に
私
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
経
営

者
で
あ
っ
た
石
田
利
七
が
寛
政
六
(
一
七
九
四
)
年
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
金
火
護

社
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
小
社
は
、
「
那
賀
郡
神
社
書
上
帳
」
に
も
、
ま
た
波
積
本
郷
の
神

職
に
よ
る
手
控
え
「
文
政
十
丁
亥
年
波
積
三
ケ
村
上
津
井
都
治
村
地
主
祭
諸
事
明
細
帳
」
に

も
見
当
た
ら
な
い
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
石
見
地
方
に
お
け
る
「
森
神
」
を
め

ぐ
っ
て
」
四
七
S
五
0
頁
を
参
照
の
こ
と
)
。

「
神
社
習
上
帳
」
は
基
本
的
に
は
各
村
の
神
職
に
よ
っ
て
書
き
出
さ
れ
た
情
報
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
鑪
場
に
よ
っ
て
は
、
神
職
の
関
与
な
し
に
ー
あ
る
い
は
屋
敷
神

と
し
て
1
祀
ら
れ
る
金
屋
子
神
も
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

(
舗
)
前
掲
拙
稿
「
翻
刻
藤
井
宗
雄
著
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
一
安
濃
郡
」
、
七
八
頁
。

(
鉛
)
同
、
八
七
頁
以
下
。

(
部
)
『
吐
誓
巴
智
郡
誌
』
会
誓
巴
智
郡
誌
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
)
、
四
七
九
頁
。

(
器
)
同
様
の
例
と
し
て
は
、
同
じ
く
邑
智
郡
の
川
戸
村
妙
見
社
(
城
水
山
鎮
坐
)
末
社
の
「
金

山
彦
神
旧
号
金
屋
子
大
明
神
棟
札
再
建
御
神
体
明
和
五
戊
子
年
五
月
五
日
」
と
い
う
記
載
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
0

(
鈴
)
た
た
ら
製
鉄
と
大
元
神
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
唐
渓
由
美
子
「
大
和
村
の

製
鉄
遺
跡
」
(
『
島
根
考
古
学
会
誌
』
三
一
、
一
九
九
五
年
、
一
一
七
頁
)
が
す
で
に
触
れ
て

な
お
、
「
勧
進
帳
」
に
見
え
る
鑪
師
・
鍛
冶
師
の
な
か
で
、
津
和
野
藩
領
に
属
す
る
も
の

は
、
邑
智
郡
の
日
貫
・
長
谷
、
那
賀
郡
の
長
見
・
下
来
原
・
今
福
・
今
市
・
都
川
・
小
国
、

美
濃
郡
の
坂
井
川
の
九
村
、
延
べ
一
四
ケ
所
に
す
ぎ
な
い
。
奉
加
金
を
納
め
た
鑪
師
・
鍛
冶

師
九
ち
の
大
半
は
、
銀
山
領
と
浜
田
藩
領
に
分
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
討
)
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
鑪
場
に
祀
ら
れ
て
い
る
金
屋
子
神
の
な
か
に
は
、
「
神
社
書
上
帳
」

に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
表
一
に
見
え
る
邑
智

ウ
な
イ
こ

い
る
0



即
)
先
に
も
引
い
た
『
続
邑
智
郡
誌
』
に
は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
か
ぎ
り
の
邑
智
郡
内
の
鉄

穴
と
鑪
の
分
布
が
記
さ
れ
て
い
る
が
(
五
0
 
-
 
S
五
三
亘
五
二
九
S
五
三
一
頁
)
、
そ

れ
ら
の
地
名
に
も
、
「
神
社
書
上
帳
」
に
見
ら
れ
る
金
屋
子
神
の
位
置
と
重
な
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

(
紅
)
た
と
え
ば
、
沖
本
常
吉
「
職
業
集
団
と
交
易
」
(
和
歌
森
太
郎
編
『
西
石
見
の
民
俗
』
[
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
]
所
収
)
や
、
児
島
俊
平
『
近
世
・
石
見
の
廻
船
と
錚
製
鉄
』

(
石
見
郷
士
研
究
狼
契
冥
二
0
-
 
0
年
)
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

る
0
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